
「第９回愛知県長良川河口堰最適運用検討委員会」に関する 

傍聴者の御意見と傍聴者の質問に対する回答など 

氏 名  御  意  見 質問に対する回答など 

近藤 ゆり子 ・ 「試験開門を」という委員会意見が、形になら

ないまま時間が経過している。 

  その間にも、長良川下流域の河川環境は悪化

している。が、事業者・河川管理者はそれを認

めようとしない。 

公開の話し合いにも応じていないようだ。こ

のままでは委員会の存在意義が問われる。大村

知事のリーダーシップ、政治手腕に期待したい。

・ ＣＯＰ１０からの流れからいえば１１月のＥ

ＳＤに向け、もっと県民市民を巻き込むべきだ。


